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江
戸
期
の
日
吉
大
夫

宮

本

圭

造

は

じ

め

に

江戸期の日吉太夫

丹
波
猿
楽
の
日
吉
大
夫
に
つ
い
て
は
、
山
路
興
造
氏
「
丹
波
猿
楽
日
吉
大
夫
考
」
（
「
芸
能
』
昭
和
五
十
三
年
十
月
号
。
「
翁
の
座
』

平
成
二
年
。
平
凡
社
所
収
）
、
片
桐
登
氏
「
猿
楽
「
日
吉
座
」
考
」
（
『
能
楽
研
究
』
六
・
七
・
九
号
。
昭
和
五
十
六
i
九
年
）
な
ど
の

諸
論
が
あ
っ
て
、
室
町
期
の
日
吉
大
夫
の
動
向
が
か
な
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
江
戸
期
の
日
吉
大
夫
に
つ
い
て
は
、
右

の
諸
論
も
簡
単
な
言
及
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
演
能
活
動
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。

室
町
期
、
丹
波
を
本
拠
と
し
つ
つ
、
京
都
で
の
勧
進
能
や
神
事
能
を
主
要
な
活
動
の
場
と
し
て
い
た
日
吉
大
夫
の
演
能
活
動
は
、
江

戸
期
に
入
っ
て
さ
ら
に
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
京
都
で
の
活
動
に
加
え
て
、
紀
州
藩
や
岡
山
藩
、
そ
し
て
後
に

は
津
軽
藩
の
お
抱
え
能
大
夫
と
し
て
、
江
戸
や
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
の
国
元
で
活
躍
し
た
の
み
な
ら
ず
、
伊
勢
や
尾
張
で
も
勧
進
能
を
興
行

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
日
吉
と
い
ふ
一
流
」
（
『
隣
忠
見
聞
集
』
）
と
し
て
、
独
自
の
演
出
を
も
伝
え
て
い
た
日
吉
大
夫
の
存
在

は
、
演
出
史
の
上
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
近
世
能
楽
史
に
占
め
る
日
吉
大
夫
の
位
置
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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本
稿
は
、
そ
う
し
た
江
戸
期
の
日
吉
大
夫
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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［
日
吉
空
庵
と
そ
の
後
継
者
l
i

日
吉
松
雪
と
日
吉
庄
五
郎
｜
］

室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
、
丹
波
B
古
座
を
率
い
た
日
吉
大
夫
空
庵
は
、
戦
乱
の
混
乱
期
を
た
く
ま
し
く
生
き
延
び
、
京

洛
で
の
勧
進
能
や
神
事
能
を
舞
台
に
、
華
々
し
い
演
能
活
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
空
庵
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
片
桐
登
氏
前
掲
論
文
に

詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
慶
長
年
聞
に
一
時
、
観
世
座
に
吸
収
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
後
、
観
世
座
か
ら
離
脱
し
、
京
都
を
拠
点

に
再
び
大
夫
と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
慶
長
末
年
以
降
の
日
吉
大
夫
の
動
向
に
つ
い

て
は
、
元
和
四
・
五
年
に
京
都
で
の
活
動
記
録
が
五
例
見
え
る
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。

一
冗
和
期
（
一
六
一
五
i
二
四
）
の
日
吉
大
夫
が
、
京
都
を
舞
台
と
し
て
、
な
お
活
発
な
演
能
活
動
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
は
、
当
時

の
京
都
の
公
家
日
記
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
龍
院
党
舜
の
日
記
『
舜
旧
記
』
一
元
和
八
年
四
月
十
九
日
条
に
「
日
吉
大
夫
、

今
日
ヨ
リ
勧
進
能
。
於
中
御
霊
社
御
旅
所
ニ
テ
始
之
由
也
」
、
元
和
九
年
四
月
一
一
十
三
日
条
に
「
中
御
霊
社
ニ
日
吉
大
夫
、
勧
進
能
有
」

と
あ
っ
て
、
中
御
霊
社
で
日
吉
大
夫
が
勧
進
能
を
興
行
し
た
こ
と
が
見
え
る
ほ
か
、
日
野
資
勝
の
日
記
『
資
勝
卿
記
』
（
内
閣
文
庫
蔵
）

元
和
九
年
四
月
二
十
九
日
条
に
、
「
西
ノ
御
庭
南
ノ
方
ニ
テ
御
能
ア
リ
。
日
吉
大
夫
、
式
三
番
云
々
」
と
、
大
覚
寺
門
跡
で
日
吉
大
夫

が
演
能
し
た
由
が
見
え
る
。
さ
ら
に
、
醍
醐
寺
の
義
演
の
日
記
『
義
演
准
后
日
記
』
（
醍
醐
寺
蔵
）
元
和
九
年
九
月
八
日
条
に
、
「
日
吉

大
夫
、
於
坂
本
南
光
坊
、
猿
楽
在
也
。
伺
申
刻
、
漸
着
畢
。
夜
明
、
能
一
二
番
、
如
常
、
酉
未
刻
始
候
」
と
、
近
江
坂
本
の
延
暦
寺
南
光

坊
で
の
演
能
に
続
い
て
、
醍
醐
長
尾
宮
の
神
事
能
に
参
勤
し
た
こ
と
が
見
え
、
京
都
尊
勝
院
院
主
「
慈
性
日
記
』
（
東
大
史
料
編
纂
所

謄
写
本
に
よ
る
）
元
和
九
年
十
一
月
十
六
日
条
に
も
「
妙
門
主
ニ
テ
濯
項
祝
ノ
能
（
中
略
）
太
夫
日
吉
」
と
あ
る
な
ど
、
京
都
近
辺
の

寺
社
に
た
び
た
び
参
勤
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
記
録
に
見
え
る
日
吉
大
夫
は
す
べ
て
日
吉
空
庵
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
『
舜
旧
記
』
寛
永
五



年
（
一
六
二
八
）
十
月
二
十
一
日
条
に
、
「
中
御
霊
ニ
テ
日
吉
大
夫
人
道
、
勧
進
能
也
。
予
見
物
。
高
砂
・
景
清
・
葵
上
・
三
輪
。
此
分

之
通
、
令
見
物
、
罷
帰
也
」
と
、
「
日
吉
大
夫
人
道
」
が
中
御
霊
で
勧
進
能
を
興
行
し
た
由
が
見
え
、
こ
の
「
日
吉
大
夫
人
道
」
が
日
吉

空
庵
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

（
空
庵
の
名
乗
り
は
入
道
に
際
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
）
。
寛
永
五
年
に
お
け
る
日
吉
空
庵

の
健
在
が
確
認
さ
れ
、

し
か
も
そ
の
空
庵
が
当
時
な
お
「
日
吉
大
夫
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

日
吉
空
庵
は
元
和
・
寛
永
田
聞
を
通
じ
て
、
京
都
を
舞
台
に
、
勧
進
能
・
神
事
能
と
精
力
的
な
活
動
を
続
け
て
い
た
が
、
近
江
の
日
吉

社
の
神
事
能
に
も
参
勤
し
て
い
た
こ
と
が
、
天
野
文
雄
氏
「
能
楽
史
断
章
」
（
「
上
回
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
八
号
。
昭
和
六
十
年
）
に

江戸期の日吉大夫

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
江
戸
中
期
、
日
吉
彦
大
夫
（
日
吉
空
庵
の
曾
孫
）
が
近
江
日
吉
社
神
事
能
の
大
夫
職
を
山
門
に

願
い
出
た
折
り
の
願
書
『
元
禄
十
五
年
（
一
七
O
二
）
日
吉
彦
大
夫
願
書
』
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
が
紹
介
さ
れ
、
日
吉
空
庵
が
近
江

日
吉
社
の
神
事
能
大
夫
を
勤
め
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
空
庵
の
嗣
子
も
日
吉
社
へ
の
参
勤
を
続
け
て
い
た
が
、
紀
伊
徳
川
藩
・
岡
山
池

田
藩
に
相
続
い
て
百
し
抱
え
ら
れ
た
た
め
、
日
吉
社
へ
の
参
勤
が
悌
怠
が
ち
に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

「
元
禄
十
五
年
日
吉
彦
大
夫
願
書
』
は
、
空
庵
の
嗣
子
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る

（
叡
山
文
庫
に
も
同
文
の
資
料
が
所
蔵
さ

れ
て
お
り
、
本
稿
で
の
引
用
は
叡
山
文
庫
本
に
よ
っ
て
い
る
）
。

曾
祖
父
日
吉
権
頭
、
後
剃
髪
仕
、
空
庵
与
申
候
。
其
嫡
子
弥
右
衛
門
・
次
男
庄
五
郎
与
申
候
。
（
中
略
）
弥
右
衛
門
ハ
従
若
年
、

紀
伊
大
納
言
様
江
被
召
遣
候
（
中
略
）
且
又
、
右
庄
五
郎
儀
茂
、
後
ニ
松
平
新
太
郎
様
ニ
被
召
出
候
（
中
略
）
其
以
後
者
、
庄
五

郎
、
名
を
助
之
進
与
申
候
。
新
太
郎
様
ニ
而
名
を
改
、
金
左
衛
門
与
申
候
。
其
以
来
、
新
太
郎
様
J
御
暇
被
下
、
於
武
州
上
野
、

25 

剃
髪
仕
、
従
浄
屋
様
、
名
を
致
拝
領
、
浄
甫
与
申
候
。
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右
に
よ
る
と
、
日
吉
空
庵
の
長
男
弥
右
衛
門
は
紀
伊
大
納
言
（
紀
州
藩
主
徳
川
頼
宣
）
に
、
次
男
庄
五
郎
は
松
平
新
太
郎
（
岡
山
藩

主
池
田
光
政
）
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
と
い
う
。
空
庵
の
長
男
弥
右
衛
門
が
紀
州
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
江
戸
中
期
の
紀

州
藩
能
大
夫
徳
田
隣
忠
の
著
『
隣
忠
見
聞
集
』
に
も
、
「
太
夫
日
吉
と
い
ふ
一
流

日
吉
弥
右
衛
門
／
南
龍
院
様
御
入
国
遊
ば
さ
れ
百

抱
へ
ら
る
弘
太
夫
」
と
見
え
る
。
徳
川
頼
宣
（
南
龍
院
）
が
紀
州
に
入
国
し
た
の
は
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）

で
、
日
吉
弥
右
衛
門
の

百
し
抱
え
の
時
期
は
元
和
末
年
か
ら
寛
永
初
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
が
、
『
隣
忠
見
聞
集
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
、
「
罪
科
は
知
ら
ず
御
国

を
出
奔
」
と
な
っ
た
と
い
う
。
資
料
が
少
な
い
た
め
も
あ
っ
て
、
紀
州
藩
に
お
け
る
日
吉
弥
右
衛
門
の
演
能
記
録
は
一
例
も
見
出
せ
ず
、

そ
の
前
後
の
弥
右
衛
門
の
動
向
も
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
が
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
、
常

陸
下
館
城
主
に
仕
え
る
小
嶋
木
工
助
な
る
武
士
の
依
頼
に
よ
っ
て
、
日
吉
弥
右
衛
門
尉
将
氏
（
松
雪
斎
）
が
書
い
た
「
自
筆
自
章
」
の

謡
本
『
日
吉
弥
右
衛
門
将
氏
筆
集
謡
』
が
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
鴻
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
、
こ
の
日
吉
弥
右
衛
門

（
松
雪
斎
）

は
日
吉
空
庵
の
こ
と
か
と
さ
れ
て
い
た
が
、
天
野
文
雄
氏
前
掲
論
文
に
、
空
庵
の
子
で
紀
州
藩
お
抱
え
の
日
吉
弥
右
衛
門

の
こ
と
と
す
る
説
が
出
さ
れ
、
そ
の
説
が
正
し
い
こ
と
は
、
「
四
座
先
祖
書
』
（
大
倉
三
忠
氏
蔵
）
に
「
紀
州
大
納
言
様
御
大
夫

日
吉

正
説
」
（
「
正
説
」
は
「
松
雪
」
の
宛
字
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

日
吉
弥
右
衛
門
「
自
筆
白
章
」
の
謡
本
の
存
在
は
、
日
吉
に
独
自
の
節
付
を
持
っ
た
謡
本
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
も
物
語
っ
て

い
る
。
す
で
に
片
桐
登
氏
が
報
告
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
の
柳
洞
本
と
呼
ば
れ
る
番
外
謡
本
（
九
十
曲
所

収
）
の
う
ち
の
九
曲
に
、
「
日
吉
松
雪
以
正
本
写
之
〕
と
の
注
記
が
あ
り
、
日
吉
松
雪
の
謡
本
が
「
正
本
」
と
し
て
、

一
定
の
権
威
を

も
っ
て
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
紀
州
藩
御
暇
後
の
彼
の
活
動
記
録
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
承
応
三



年
（
一
六
五
回
）
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
四
条
河
原
で
勧
進
能
興
行
を
し
て
い
る
「
日
吉
大
夫
」
（
「
隔
糞
記
』
）
が
、
こ
の
弥
右

衛
門
松
雪
の
こ
と
か
と
推
察
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

一
方
、
空
庵
の
次
男
庄
五
郎
（
金
左
衛
門
）
も
、
寛
永
頃
、
岡
山
池
田
藩
に
能
大
夫
と
し
て
百
し
抱
え
ら
れ
な
が
ら
、
ま
も
な
く
し

て
御
暇
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
池
田
光
政

F記
』
（
昭
和
五
十
八
年

国
書
刊
行
会
）
寛
永
十
八
年
十
月
ゴ
一
日
条
に

「
日
吉
金
左
衛
門
、
扶
持
放
候
事
。
此
度
之
御
祝
儀
ニ
遅
参
候
事
、
（
中
略
）
ふ
せ
い
成
事
大
一
不
届
事
、

つ
ね
ノ
＼
無
作
法
、
右
之
段

ヲ
以
扶
持
放
候
由
」
と
、
庄
五
郎
（
金
左
衛
門
）
が
無
調
法
の
た
め
扶
持
を
召
し
放
さ
れ
た
由
が
見
え
る
。
「
元
禄
十
五
年
日
吉
彦
大

江戸期の日吉大夫

夫
願
書
』
に
よ
れ
ば
、
日
吉
金
左
衛
門
は
そ
の
後
、
上
野
寛
永
寺
に
お
い
て
剃
髪
し
た
と
あ
り
、
金
左
衛
門
の
養
子
庄
五
郎
は
、
寛
永

十
一
年
、
慈
眼
大
師
に
見
出
さ
れ
、
江
戸
に
召
し
連
れ
ら
れ
た
と
い
う
か
ら
、
空
庵
の
次
男
の
系
統
は
寛
永
期
に
一
時
京
都
を
離
れ
て

江
戸
に
活
動
の
拠
点
を
移
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

江
戸
初
期
、
日
吉
空
庵
の
後
継
者
達
は
あ
い
つ
、
つ
い
て
紀
州
藩
・
岡
山
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
。
同
時
に
、
彼
ら
と
京
都
の
能
界
と

の
繋
が
り
は
次
第
に
稀
薄
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
藩
お
抱
え
役
者
と
し
て
も
、
ま
も
な
く
し
て
御
暇
と
な
っ
た
た
め
に
、

江
戸
前
期
の
日
吉
大
夫
は
あ
ま
り
目
立
っ
た
活
躍
は
し
て
い
な
い
。
資
料
的
な
偏
り
も
考
え
ら
れ
る
が
、
日
吉
大
夫
の
動
向
は
、
こ
の

後
、
貞
享
・
元
禄
期
に
な
っ
て
よ
う
や
く
活
気
を
帯
び
て
く
る
の
で
あ
る
。

［
日
吉
頼
母
］

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
鴻
山
文
庫
に
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
九
月
、
日
吉
頼
母
な
る
能
大
夫
が
尾
張
熱
田
で
勧
進
能
を
興
行
し

27 

た
際
の
番
組
が
あ
る
。
脇
方
・
雌
子
方
は
尾
張
藩
お
抱
え
役
者
の
所
演
で
、
大
夫
に
は
日
吉
頼
母
と
と
も
に
、
丹
波
猿
楽
矢
田
座
の
大
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夫
と
思
し
き
矢
田
甚
兵
衛
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
日
吉
頼
母
が
日
吉
空
庵
や
松
雪
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
頼
母
と
と
も
に
大
夫
を
勤
め
て
い
る
矢
田
甚
兵
衛
が
丹
波
猿
楽
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
日
吉
頼
母
も
丹
波
日
吉
の
能
大
夫
で
あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
日
吉
空
庵
の
孫
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
尾
張
藩
お
抱
え
役
者
の
助
演
を
得
て
勧
進
能
を
興
行
し
て
い

る
こ
と
か
ら
は
、
こ
の
日
吉
頼
母
が
能
大
夫
と
し
て
か
な
り
の
実
力
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
え
る
が
、
事
実
、
彼
は
白
（

享
期
、
京
都
を
拠
点
に
活
発
な
演
能
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
江
戸
前
期
、
停
滞
期
に
あ
っ
た
丹
波
日
吉
の
活
動
は
、
貞
享
期
に
い
た

っ
て
再
び
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
日
吉
頼
母
は
前
名
を
日
吉
権
大
夫
と
一
言
い

（
後
述
）
、
貞
享
四
年
刊
『
能
之
訓
蒙
図
蒙
」
に
は
、
京
都
伏
見
住
と
し
て
「
日
吉

権
大
夫
」
の
名
で
見
え
、
同
じ
く
貞
享
年
間
の
「
京
羽
二
重
』
に
も
「
日
吉
権
之
大
夫
」
の
名
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の
日
吉
権
大
夫
の

演
能
活
動
で
特
筆
す
べ
き
は
、
近
江
日
吉
社
神
事
能
に
参
勤
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
叡
山
文
庫
蔵
の
延
暦
寺
の
日
記
『
山
家
要
記
」

貞
享
三
年
六
月
七
日
条
に
「
権
之
大
夫
儀
、
首
分
能
も
功
者
之
由
、
被
聞
召
候
之
問
、
日
吉
大
夫
職
職
、
被
仰
付
候
」
と
見
え
、
「
権

之
大
夫
」
す
な
わ
ち
日
吉
権
大
夫
が
日
吉
社
神
事
能
大
夫
に
就
任
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

爾
来
、
日
吉
権
大
夫
は
延
暦
寺
か
ら
様
々
な
庇
護
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
延
暦
寺
の
日
記
『
月
次
記
』
（
叡
山
文
庫
蔵
）
貞
享
四

年
二
月
十
六
日
条
に
よ
る
と
、
二
十
五
日
よ
り
始
ま
る
京
都
で
の
日
吉
権
大
夫
の
勧
進
能
に
、
延
暦
寺
か
ら
祝
儀
金
が
下
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
二
月
十
六
日
、
日
吉
権
大
夫
が
「
口
上
書
ノ
外
ニ
七
日
之
間
之
能
組
一
紙
持
参
」
し
た
の
を
う
け
て
、
「
先
年
、
日
吉
太

夫
勧
進
能
仕
候
節
、

一
山
J
白
銀
五
枚
遣
之
候
。
今
般
可
任
先
例
」
と
、
先
年
の
日
吉
大
夫
（
空
庵
か
）
勧
進
能
の
折
の
先
例
に
ま
か

せ
、
白
銀
一
枚
が
権
大
夫
に
遣
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
月
次
記
』
同
年
九
月
四
日
条
に
よ
る
と
、
「
今
度
、
日
吉
権
太

夫
居
宅
仕
候
ニ
付
、
偏
知
院
僧
正
肝
煎
被
申
候
。
東
塔
J
金
子
五
両
、
西
塔
・
5
二
両
、
合
力
有
之
筈
ニ
相
究
リ
、
横
川
2
も
、
（
中
略
）



金
子
弐
両
遣
之
害
ニ
相
究
ル
也
」
と
、
日
吉
権
大
夫
の
居
宅
の
た
め
に
、
合
力
の
金
子
が
遣
わ
さ
れ
た
由
が
見
え
、
日
吉
権
大
夫
に
対

す
る
延
暦
寺
の
庇
護
が
様
々
な
点
に
及
ん
で
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

翌
貞
享
五
年
に
な
っ
て
、
日
吉
権
大
夫
は
名
前
を
頼
母
と
改
め
た
。
そ
の
閣
の
事
情
は
、
「
月
次
記
』
員
享
五
年
二
月
十
五
日
条
に
、

「
日
吉
権
大
夫
仮
名
之
儀
、
同
姓
同
名
有
之
候
問
、
別
名
ニ
願
之
由
、
尤
候
。
達
高
聴
候
処
、
権
太
夫
心
次
第
、
仮
名
替
候
様
ニ
御
申

渡
可
有
口
、
従
御
門
主
様
被
押
付
ニ
ハ
及
申
間
敷
候
」
と
あ
る
乙
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
こ
の
同
姓
同
名
の
日
吉
権
大
夫
は
、
能
役
者
で

は
な
く
、
日
吉
社
の
祇
官
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
同
時
期
に
も
う
一
人
、
日
吉
権
大
夫
を
名
乗
る
能
大
夫
が
実
在
し
た
ら
し
い

江戸期のB吉大夫

（後述）。
改
名
後
の
日
吉
頼
母
は
、
四
月
九
日
に
京
の
妙
法
院
門
跡
で
演
能
し

（
「
発
恕
法
親
王
日
記
』
）
、
九
月
に
は
尾
張
熱
田
で
勧
進
能
を

興
行
、
十
二
月
に
は
江
戸
に
下
向
し
て
日
光
院
門
主
に
対
面
し
、
そ
の
年
の
暮
れ
を
江
戸
で
迎
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
翌
元
禄
二
年

正
月
六
日
の
近
江
日
吉
社
神
事
能
は
、
「
日
吉
太
夫
在
江
戸
故
延
引
」
（
「
月
次
記
」
元
禄
二
年
正
月
六
日
条
）
と
な
っ
た
。
日
吉
頼
母

の
江
戸
滞
在
が
長
引
い
た
の
は
、
観
世
大
夫
か
ら
習
事
の
相
伝
を
受
け
る
た
め
だ
っ
た
。
『
月
次
記
』
元
禄
元
年
（
員
享
五
年
）
十
二

月
二
十
二
日
条
に
、
「
頼
母
儀
（
中
略
）
伝
授
事
有
之
度
由
ニ
而
、
観
世
太
夫
方
へ
申
入
候
由
ニ
候
。
乍
然
、
早
速
時
明
不
申
候
問
、

年
内
罷
登
候
儀
、
難
成
候
。
御
神
事
能
御
延
引
候
而
、
頼
母
罷
登
次
第
、
御
催
可
被
成
候
」
と
あ
り
、
伝
授
が
済
み
次
第
、
京
都
に
上

り
、
神
事
能
に
参
勤
す
る
は
ず
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
の
後
半
年
近
く
経
っ
て
も
頼
母
は
上
洛
せ
ず
、
結
局
、
そ
の
年
の
日
吉

社
神
事
能
は
中
止
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
元
禄
二
年
十
一
月
十
三
日
、
江
戸
東
叡
山
か
ら
延
暦
寺
に
次

の
よ
う
な
文
面
の
書
状
が
届
け
ら
れ
た
（
『
月
次
記
』
）
。

29 
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一
筆
令
懸
候
。
然
者
、
日
吉
頼
母
、
山
王
大
夫
ニ
候
故
、
御
門
主
様
被
加
御
憐
感
、
当
山
衆
中
・
下
谷
町
・
浅
草
町
中
奉
加
な
と

被
仰
付
、
能
装
束
も
結
構
仕
立
申
候
。
於
当
地
、
能
仕
度
之
由
、
顧
’
申
ニ
付
、
公
儀
へ
も
此
方
・
5
申
上
相
調
、
能
相
勤
申
候
。
其

内
、
不
時
二
而
、
大
分
金
銀
を
遣
、
能
装
束
も
質
物
ニ
差
置
、
町
人
な
と
損
金
を
掛
、
御
門
主
様
、
色
々
御
苦
労
ニ
思
召
候
。
拙

僧
共
、
難
儀
仕
事
候
。
右
之
鉢
ニ
而
、
行
跡
不
宜
候
故
、
急
度
可
被
仰
付
与
思
召
候
へ
共
、
御
宥
免
ニ
而
、
山
王
大
夫
職
被
召
放
、

山
門
・
坂
本
・
東
叡
山
・
日
光
、
俳
個
仕
間
敷
之
旨
、
被
仰
渡
。
則
為
致
手
形
、
時
明
申
候
。
坂
本
ニ
妻
子
有
之
由
候
問
、
其
旨

被
仰
渡
、
何
方
へ
成
共
、
引
承
候
様
ニ
御
申
付
、
尤
ニ
候
。
頼
母
儀
、
其
元
へ
為
登
、
各
－
P
D
右
之
旨
、
被
申
渡
候
様
可
仕
与
存
候

へ
共
、
其
元
ヘ
登
申
力
も
無
之
、
其
内
、
色
々
悪
事
も
出
来
候
様
相
見
候
故
、
此
方
ニ
而
早
速
被
仰
付
候
。
頼
母
ニ
申
渡
候
覚

書
・
手
形
書
付
遣
之
候
。
恐
々
謹
言
。

日
光
院
門
主
の
厚
意
を
無
に
す
る
不
時
な
行
動
の
た
め
、
日
吉
頼
母
は
日
吉
社
か
ら
妻
子
と
も
ど
も
追
放
の
身
と
な
り
、
結
局
、
わ

ず
か
四
年
間
だ
け
で
日
吉
社
を
去
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
後
の
頼
母
の
動
向
は
定
か
で
な
い
が
、
後
に
再
び
京
に
戻
っ
て
演
能
活
動
を

再
開
し
た
よ
う
で
、
別
当
代
『
月
次
記
』
元
禄
四
年
一
一
月
十
八
日
条
に
、
「
頼
母
、
京
都
勧
進
能
之
事
」
と
、
日
吉
頼
母
が
京
都
で
勧

進
能
を
行
っ
た
由
が
見
え
る
が
、
没
年
な
ど
は
明
ら
か
で
な
い
。

｛
日
吉
権
大
夫
］

日
吉
頼
母
が
日
吉
社
か
ら
追
放
さ
れ
た
後
、
日
吉
社
で
は
特
に
神
事
能
大
夫
を
定
め
ず
、
年
ご
と
に
京
都
の
能
役
者
を
雇
っ
て
神
事

能
を
行
っ
て
い
た
が
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
二
、
新
た
に
日
吉
権
大
夫
な
る
能
役
者
が
、
空
席
と
な
っ
た
神
事
能
大
夫
職
へ
の
就
任



を
願
い
出
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
月
次
記
』
元
禄
四
年
正
月
二
十
三
日
条
に
、
次
の
よ
う
な
文
面
の
書
状
（
行
光
坊
よ
り
三
執
行
代

宛
）
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

水
戸
中
将
殿
・
5
御
内
謹
ニ
而
両
執
当
造
、
慈
雲
院
・
東
光
院
を
以
被
仰
入
候
ハ
、
御
出
入
仕
候
、
日
吉
権
太
夫
と
申
者
、
社
役
之

筋
目
も
有
之
。
能
も
功
者
に
て
候
。
年
頃
之
者
ニ
候
。
不
便
ニ
存
者
ニ
候
問
、
何
と
そ
成
申
事
候
ハ
ヘ
彼
社
之
太
夫
ニ
被
仰
付

候
ハ
ヘ
御
満
足
ニ
御
座
候
。
半
助
被
仰
遣
候
。
其
趣
、
上
方
へ
申
上
せ
候
様
ニ
と
被
申
渡
候
条
、
拙
僧
申
候
ハ
、
其
段
ハ
具
ニ

可
申
達
候
。
併
、
愚
推
仕
候
ニ
、
日
吉
役
料
ハ
僅
之
事
候
へ
ハ
、
被
仰
付
候
而
も
、
太
夫
ハ
江
戸
ニ
罷
有
、
御
神
事
も
名
代
斗
ニ

江戸期の日吉大夫

而
相
勤
申
様
ニ
可
有
御
座
候
。
左
候
ヘ
ハ
山
門
衆
中
難
儀
ニ
可
存
候
。
左
様
御
心
得
可
被
下
候
。
其
上
、
此
権
大
夫
ハ
先
頼
母
と

兄
弟
之
事
候
。
頼
母
ハ
先
御
門
主
様
ニ
不
儀
之
免
候
処
、
今
亦
其
兄
弟
ニ
可
被
仰
付
事
い
か
治
候
哉
と
申
入
候
。

右
の
記
事
か
ら
、
こ
の
日
吉
権
大
夫
が
水
戸
徳
川
家
出
入
り
の
役
者
で
あ
り
、
日
頃
は
江
戸
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
先
に
日

吉
社
か
ら
追
放
さ
れ
た
日
吉
頼
母
（
権
大
夫
）

の
弟
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
水
戸
徳
川
家
の
口
聞
き
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
吉
権
大
夫
の
願
い
は
退
け
ら
れ
、
そ
の
後
も
、
権
大
夫
が
日
吉
社
神
事
能
に
参
勤
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
日
吉
頼
母
（
権
大
夫
）

の
弟
も
ま
た
日
吉
権
大
夫
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
貞
享
か
ら

元
禄
期
に
か
け
て
、
日
吉
権
大
夫
を
名
乗
る
能
大
夫
が
諸
記
録
に
散
見
す
る
。
例
え
ば
、
大
和
宇
陀
の
松
山
藩
の
日
記
「
御
用
部
屋
日

記
』
（
柏
原
町
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）
貞
享
四
年
五
月
二
十
六
日
条
に
は
、
同
年
の
五
月
十
六
日
に
江
戸
藩
邸
で
秋
月
式
部
聾
入
の
祝

儀
に
曜
子
が
催
さ
れ
た
由
が
見
え
、
「
役
者
日
吉
権
大
夫
と
申
者
参
、
仕
舞
申
候
」
と
あ
る
ほ
か
、
ま
た
貞
享
五
年
五
月
十
一
日
付
の

31 

「
起
請
文
」
（
大
倉
源
次
郎
氏
蔵
）
に
も
、
大
蔵
求
馬
・
金
春
八
左
衛
門
・
大
倉
六
蔵
ら
十
四
名
の
能
役
者
と
と
も
に
、
「
日
吉
権
大
夫
」
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の
名
前
が
見
え
、
江
戸
城
の
奥
能
に
出
演
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
奥
向
ニ
而
及
見
聞
候
儀
、

一
切
他
言
仕
問
敷
事
」
な
ど
を
誓
約
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
後
者
の
記
録
か
ら
は
、
日
吉
権
大
夫
が
江
戸
城
奥
能
に
出
演
で
き
る
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
役
者
で
あ
っ

た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
あ
る
い
は
当
時
、
権
大
夫
は
宝
生
座
か
観
世
座
か
の
座
衆
に
名
前
を
連
ね
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
記
録
に
見
え
る
日
吉
権
大
夫
は
、

い
ず
れ
も
江
戸
で
の
活
動
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
先
の
頼
母
弟
の
日
吉
権
大
夫
も
ま
た
江
戸
に

居
住
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
両
者
が
同
人
で
あ
る
蓋
然
性
は
か
な
り
高
い
だ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
先
に
見
た
日
吉
頼
母

（
権
大
夫
）

と
同
姓
同
名
の
日
吉
権
大
夫
が
、
実
は
頼
母
の
実
弟
、
だ
っ
た
可
能
性
も
出
て
く
る
が
、
兄
の
頼
母
（
権
大
夫
）
が
お
も
に

上
方
で
活
動
し
、
弟
の
権
大
夫
が
江
戸
を
主
要
な
活
動
の
場
と
し
て
い
た
た
め
に
、
兄
弟
が
同
時
期
に
同
名
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
も

十
分
あ
り
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

日
吉
権
大
夫
に
つ
い
て
は
、
宝
永
（
一
七

O
四
l
一
一
）
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
『
四
座
先
祖
書
』
（
大
倉
三
忠
氏
蔵
）
に
、
「
紀
伊
大

納
言
様
御
太
夫

日
吉
正
説
」
に
続
け
て
、
「
保
科
筑
前
守
殿
太
夫

宝
生
将
監
弟
子

同
権
太
夫
」
と
見
え
る
。
日
吉
松
雪
と
並
べ

て
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
吉
権
大
夫
は
日
吉
松
雪
の
子
供
で
あ
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
権
大
夫
の
生

年
は
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）

で
あ
り
、
こ
れ
は
日
吉
松
雪
の
壮
年
期
に
あ
た
っ
て
い
る
か
ら
、
松
雪
と
権
大
夫
が
親
子
で
あ
っ
た

可
能
性
は
十
分
に
あ
ろ
う
。
ま
た
、
日
吉
権
大
夫
が
宝
生
大
夫
の
弟
子
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
、
『
四
座
先
祖
書
』
の
「
宝
生
将
監
弟

子
」
と
い
う
注
記
か
ら
知
ら
れ
る
。
権
大
夫
が
宝
生
将
監
重
友
（
貞
享
二
年
没
）

の
弟
子
で
あ
り
、

し
か
も
重
友
か
ら
か
な
り
厚
い
信

頼
を
得
て
い
た
事
は
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
鴻
山
文
庫
蔵
の
「
正
徳
日
吉
宝
生
流
仕
舞
秘
伝
』
（
以
下
、
『
仕
舞
秘
伝
」
と
略
す
）

の

記
事
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
同
書
は
、
日
吉
弥
右
衛
門
氏
春
（
権
大
夫
の
子
）
が
伊
勢
山
田
の
御
師
久
保
倉
に
相
伝
し
た
能
伝

書
で
、
能
の
秘
事
や
《
翁
》

《
関
寺
小
町
〉

《
石
橋
》
な
ど
の
秘
曲
の
型
付
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
片
桐
登
氏
の
前
掲
論
文
で
、



「
記
事
中
の
随
所
に
、
日
吉
姓
の
役
者
名
目
吉
松
雪
・
権
太
夫
・
氏
喬
・
氏
春
ー
が
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
活
動
を
、

一
部
で
は
あ
る
が
、
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
当
時
の
日
吉
が
宝
生
流
系
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
も
分
る
な
ど
、
日
吉
一
座
の
研

究
に
は
有
益
な
書
物
で
あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
る
書
物
で
あ
る
。
同
書
に
は
、
享
保
（
一
七
一
六

i
一
二
六
）
頃
、
日
吉
弥
四
郎
氏
秦
な
る

人
物
の
手
に
な
る
と
思
し
い
貼
紙
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
《
関
寺
小
町
〉
の
貼
紙
に
、
日
吉
権
大
夫
に
か
か
わ
る
次
の
よ
う
な
記
事
が

見
え
る
。一

、
此
関
寺
、
厳
有
院
殿
公
ノ
御
時
、
宝
生
将
監
重
友
ニ
此
能
被
為
仰
付
候
処
、
重
友
、
日
士
口
権
太
夫
ト
相
談
被
致
、
此
関
寺
、

江戸期の日吉大夫

首
尾
能
被
勤
候
慌
ニ
、
重
友
J
権
太
夫
方
れ

い
っ
そ
の
比
、
関
寺
小
町
の
能
を
大
や
け
の
御
仰
事
に
て
仕
ら
さ
せ
給
ふ
へ
き
よ
し
有
し
か
は

百
年
の
む
か
し
を
今
に
返
す
袖
千
代
を
へ
ぬ
へ
き
か
さ
し
成
け
り

ケ
様
ニ
相
認
、
権
太
夫
方
江
被
贈
候
。
今
ニ
日
吉
氏
喬
方
ニ
有
之
。
右
、
関
寺
小
町
ノ
能
ハ
、
詞
ニ
モ
芸
ニ
モ
筆
ニ
モ
及
難

し
。
蒐
角
、
平
生
ノ
芸
ノ
心
掛
専
ナ
リ
。

認
川
綱
吉
の
命
を
う
け
た
宝
生
大
夫
重
友
は
、
日
吉
権
大
夫
の
助
言
を
得
て
、
首
尾
よ
く
〈
関
寺
小
町
〉
を
勤
め
る
こ
と
が
出
来
た

祝
い
に
、
右
の
詠
草
を
権
大
夫
に
贈
っ
た
と
い
う
。
権
大
夫
と
重
友
と
が
日
頃
か
ら
親
し
く
交
流
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
が
、
宝

生
大
夫
重
友
が
芸
の
面
で
日
吉
権
大
夫
か
ら
学
ん
だ
点
も
少
な
く
な
か
っ
た
ら
し
く
、
『
隣
忠
見
聞
集
』

の
「
日
吉
弥
右
衛
門
」
の
項

に
も
、
「
宝
生
に
は
習
事
数
無
き
を
、
此
日
吉
弟
子
に
な
り
、
習
事
其
外
遠
き
能
も
宝
生
に
出
来
し
と
聞
し
な
り
」
と
あ
っ
て
、
宝
生
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座
の
習
事
や
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
拡
張
に
、
日
吉
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
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さ
て
、
そ
の
日
吉
権
大
夫
の
具
体
的
な
演
能
活
動
で
あ
る
が
、
上
方
で
の
権
大
夫
の
活
動
記
録
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
元
禄
九
年
四

月
の
大
坂
高
原
で
の
大
蔵
長
大
夫
主
催
の
勧
進
能
だ
け
し
か
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
大
坂
で
の
勧
進
能
と
い
う
、

い
わ
ば
晴
れ
舞
台

に
出
演
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
権
大
夫
が
上
方
に
お
い
て
相
当
に
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
ま
た
、
こ
の
大
坂
勧
進
能
で
、

権
大
夫
は
〈
道
成
寺
》

《
娯
捨
〉

《
乱
》
と
い
っ
た
秘
曲
を
演
じ
て
お
り
、
彼
の
実
力
者
ぶ
り
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
で
権
大
夫
が
演

じ
た
《
嬢
捨
》
に
つ
い
て
は
、
『
仕
舞
秘
伝
』
の
《
嬢
捨
〉
に
か
か
わ
る
貼
紙
に
、
「
此
嬬
捨
、
元
禄
九
歳
子
四
月
、
日
吉
権
太
夫
、
大

蔵
長
太
夫
、
大
坂
於
高
原
、

一
代
能
ノ
節
、
四
日
目
ニ
勤
ル
。
（
中
略
）
権
太
夫
ハ
六
十
五
歳
ニ
テ
此
横
捨
ヲ
始
テ
御
勤
」
と
あ
り
、

こ
こ
か
ら
、
当
時
、
日
吉
権
大
夫
が
六
十
五
才
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
逆
算
し
て
権
大
夫
が
寛
永
十
四
年
の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
こ
と

も
判
明
す
る
。
日
吉
権
大
夫
の
活
動
記
録
が
見
ら
れ
る
貞
享
・
元
禄
期
、
権
大
夫
は
す
で
に
五
十
代
か
ら
六
十
代
に
さ
し
か
か
っ
て
い

た
こ
と
に
な
る
が
、
元
禄
七
年
、
彼
は
新
た
に
津
軽
藩
お
抱
え
役
者
の
地
位
を
得
て
、
能
大
夫
と
し
て
な
お
一
線
で
活
躍
を
続
け
た
。

大
倉
三
忠
氏
蔵
「
四
座
先
祖
書
』
に
は
「
保
科
筑
前
守
殿
大
夫
」
と
あ
る
か
ら
、
保
科
家
（
会
津
若
松
藩
か
）
に
百
し
抱
え
ら
れ
て
い

た
時
期
も
か
な
り
長
か
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
、
お
そ
ら
く
保
科
家
を
御
暇
に
な
っ
た
後
、
あ
る
い
は
水
戸

徳
川
家
な
ど
に
出
入
り
し
た
時
期
を
は
さ
ん
で
、
そ
の
後
、
津
軽
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
津
軽
藩
で
の
日
吉
権
大
夫
の
動
向
は
、
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
「
弘
前
藩
庁
日
記
』
に
よ
り
、
具
体
的
に
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。

同
書
に
よ
れ
ば
、
日
吉
権
大
夫
が
津
軽
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
て
、
弘
前
に
は
じ
め
て
下
っ
た
の
は
、
一
冗
禄
七
年
九
月
十
四
日
の
こ
と
で

あ
り
、
「
弘
前
藩
庁
日
記
』
同
日
条
に
「
御
能
役
者
日
吉
権
大
夫
・
同
定
右
衛
門
・
奥
田
庄
左
衛
門
・
村
井
文
右
衛
門
・
林
吉
兵
衛
・

同
兵
九
郎
、
今
日
申
刻
到
着
。
町
宿
申
付
之
」
と
見
え
て
い
る
。
日
吉
権
大
夫
と
と
も
に
名
前
が
見
え
る
日
吉
定
右
衛
門
も
、
や
は
り

丹
波
日
吉
の
能
大
夫
と
思
し
く
、
元
禄
九
年
の
大
坂
勧
進
能
や
元
禄
十
・
十
二
年
の
京
都
勧
進
能
で
、
日
吉
権
大
夫
・
弥
右
衛
門
と
と



も
に
大
夫
を
勤
め
て
い
る
「
日
吉
貞
右
衛
門
」
と
同
人
で
あ
ろ
う
。

同
年
の
十
一
月
九
日
か
ら
二
十
二
日
に
か
け
て
、
弘
前
城
で
は
、
五
日
間
に
及
ぶ
津
軽
信
政
下
着
祝
儀
能
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
連

日
、
五
番
立
て
の
能
が
演
じ
ら
れ
、
日
吉
権
大
夫
と
日
吉
定
右
衛
門
の
二
人
が
大
夫
を
勤
め
て
い
る
。
二
人
は
、
そ
の
年
の
暮
れ
を
津

軽
で
過
ご
し
、
十
二
月
二
十
三
日
の
年
忘
祝
儀
能
、
翌
一
元
禄
八
年
正
月
十
二
日
の
年
始
祝
儀
能
、
正
月
十
八
日
の
津
軽
信
政
五
十
賀
祝

儀
能
な
ど
の
御
用
を
勤
め
た
後
、
三
月
に
な
っ
て
、
江
戸
に
上
っ
て
い
る
。

そ
の
後
も
、
日
吉
権
大
夫
は
、
津
軽
藩
に
お
い
て
精
力
的
な
活
動
を
続
け
た
。
大
正
七
年
に
永
沢
得
右
衛
門
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た

江戸期の日吉大夫

「
津
軽
史
』

（
昭
和
五
十
年
。
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
刊
）
に
よ
る
と
、
日
吉
権
大
夫
は
弘
前
の
門
弟
の
一
人
秋
元
蔵
主
潔
克
に
三
老

女
ま
で
相
伝
し
た
由
で
あ
り
、
権
大
夫
が
津
軽
藩
の
能
楽
の
充
実
に
物
心
と
も
に
尽
力
し
た
様
子
が
窺
え
る
。
そ
う
し
た
津
軽
藩
に
お

け
る
権
大
夫
の
活
動
は
、
彼
が
亡
く
な
る
ま
で
続
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
日
吉
大
夫
と
津
軽
藩
と
の
関
わ
り
は
、
権
大
夫
の
次

の
世
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

［
日
吉
弥
右
衛
門
氏
春
（
武
居
斎
宮
）
］

日
吉
権
大
夫
の
子
が
日
吉
弥
右
衛
門
氏
春
で
あ
る

（
「
仕
舞
秘
伝
」
《
嬢
捨
》
貼
紙
）
。
氏
春
は
、
「
仕
舞
秘
伝
』
の
奥
書
に
、
「
近
江
坂

本
日
吉
山
王
楽
頭
秦
川
勝
ヨ
リ
品
川
三
代
日
吉
弥
右
衛
門
事
／
武
居
斎
宮
氏
春
」
と
署
名
し
て
お
り
、
「
武
居
斎
宮
」
と
も
名
乗
っ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
書
の
《
石
橋
》
型
付
の
貼
紙
に
、
「
石
橋
作
物
仕
様
、
（
中
略
）
右
之
三
ツ
壷
ハ
、
於
大
坂
曽
根
、
日
吉
氏
春
、

六
十
歳
ニ
テ
、
享
保
四
歳
亥
四
月
十
六
日
ニ
御
勤
候
絵
図
也
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
弥
右
衛
門
氏
春
は
万
治
三
年
（
一
六
六
O
）
の

35 

生
ま
れ
。
そ
の
活
動
記
録
は
元
禄
頃
か
ら
散
見
し
、
元
禄
九
年
四
月
に
は
、
大
坂
高
原
で
の
勧
進
能
に
父
権
大
夫
と
と
も
に
出
演
し
た
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ほ
か
、
元
禄
十
年
四
月
に
京
都
丸
山
下
、
元
禄
十
二
年
六
月
に
も
同
所
で
「
日
吉
弥
右
衛
門
勧
進
能
」
を
行
っ
て
い
る

（
「
古
今
稀
能

集
』
）
。
か
つ
て
の
日
吉
空
庵
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
元
禄
問
問
、
日
吉
は
再
び
頻
繁
に
勧
進
能
を
興
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
の

「
仕
舞
秘
伝
」
貼
紙
に
見
え
る
享
保
四
年
の
大
坂
曽
根
崎
で
の
〈
石
橋
》
も
勧
進
能
と
し
て
演
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
古
今
稀
能
集
」

に
は
「
享
保
一
一
安
年
四
月
、
大
坂
曽
根
崎
ニ
テ
勧
進
能
」
と
見
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
上
方
で
の
勧
進
能
が
弥
右
衛
門
氏
春
の
主
要
な
活
動
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
、
父
の
日
吉
権

大
夫
の
後
を
う
け
て
、
氏
春
は
武
家
と
も
密
接
な
繋
が
り
を
保
っ
て
い
た
。
大
和
宇
陀
松
山
藩
『
御
用
部
屋
日
記
」
元
禄
二
年
正
月
二

十
日
条
に
、
山
田
甚
右
衛
門
・
松
本
平
八
と
と
も
に
、
「
日
吉
弥
右
衛
門
何
権
大
夫
紛
」
が
江
戸
藩
邸
に
罷
出
て
謡
を
謡
っ
た
由
が
見
え
る

し
、
ま
た
、
津
軽
藩
に
も
出
入
り
し
、
氏
春
白
身
の
筆
に
な
る
「
仕
舞
秘
伝
』
に
は
、
「
右
、
津
軽
御
屋
形
五
青
付
上
候
ナ
リ
」
と
い

っ
た
注
記
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
元
禄
末
年
頃
、
氏
春
は
津
軽
藩
を
御
暇
に
な
っ
た
ら
し
く
（
後
述
）
、
そ
の
後
の
弥
右
衛
門
氏
春

は
も
っ
ぱ
ら
上
方
で
の
演
能
活
動
に
従
事
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
元
禄
期
の
京
都
の
能
大
夫
に
つ
い
て
記
し
た

「
京
羽
二
重
」

「
元
禄
覚
書
』
に
も
、
氏
春
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
「
日
吉
弥
右
衛
門
」
の
名
前
が
見
え
て
い
る
。

弥
右
衛
門
氏
春
は
、
か
つ
て
丹
波
日
吉
が
参
勤
し
て
い
た
近
江
日
吉
社
の
神
事
能
に
も
姿
を
見
せ
て
い
る
。
延
暦
寺
別
当
代
の
日
記

「
延
暦
寺
山
麓
日
次
雑
記
』
に
よ
る
と
、
元
禄
十
六
年
正
月
六
日
、
「
日
吉
弥
右
衛
門
」
が
日
吉
社
神
事
能
に
参
勤
し
て
、

《
翁
》
以
下
、

能
五
番
を
勤
め
、
そ
の
年
の
七
月
五
日
に
は
、
「
山
王
能
太
夫
之
事
、
日
吉
弥
右
衛
門
と
申
者
、
十
一
代
日
吉
之
大
夫
相
続
相
勤
申
候

由
緒
も
有
之
候
問
、
太
夫
被
仰
付
被
下
候
様
ニ
」
と
願
い
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
日
吉
弥
右
衛
門
家
が
十

一
代
に
わ
た
っ
て
、
日
吉
社
の
神
事
能
を
勤
め
て
い
た
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
丹
波
日
吉
の
近
江
日
吉
社
へ

の
参
勤
が
室
町
初
期
に
ま
で
遡
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
後
述
の
ご
と
く
こ
れ
は
信
じ
難
い
。
丹
波
日
吉
と
日
吉
社
と
の
関
わ
り
の
深
さ



を
こ
と
さ
ら
強
調
し
た
た
め
の
伝
承
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
日
吉
弥
右
衛
門
氏
春
の
願
い
は
一
旦
は
退
け
ら
れ
て
い
る
が
、
氏
春
は
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
坂
本
を
訪
れ
て
お
り
、
元
禄
十
六

年
の
十
二
月
四
日
に
「
日
吉
弥
右
衛
門
、
来
迎
寺
舜
悦
同
道
ニ
而
花
王
院
ニ
而
対
面
」
、
十
二
月
十
五
日
に
「
日
吉
弥
右
衛
門
、
伊
勢

F
D
帰
り
候
由
ニ
而
、
昨
夜
、
行
光
房
へ
来
リ
、
何
も
対
面
申
候
也
。
昨
日
、
乙
う
ら
い
せ
ん
へ
い
持
参
、
礼
ニ
参
候
由
也
」
（
い
ず
れ

も
『
延
暦
寺
山
麓
日
次
雑
記
」
）
、
ま
た
、
宝
永
二
年
（
一
七
O
五
）
四
月
十
五
日
に
も
、
「
能
太
夫
日
吉
弥
右
衛
門
、
見
舞
ニ
来
」

（
「
延
暦
寺
日
次
記
』
）
な
ど
と
見
え
る
。
そ
う
し
た
地
道
な
売
り
込
み
が
功
を
奏
し
て
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
正
月
六
日
に
日
吉

江戸期の日吉大夫

社
神
事
能
に
参
勤
（
「
延
暦
寺
日
次
記
』
同
日
条
「
今
日
、
神
事
能
首
尾
能
相
済
。
大
夫
日
吉
斎
宮
」
）
、
そ
し
て
、
翌
年
の
正
徳
三
年

正
月
五
日
に
は
、
年
来
の
大
望
か
な
っ
て
、
氏
春
は
日
吉
社
の
神
事
能
大
夫
に
就
い
て
お
り
、
「
延
暦
寺
日
次
記
』
同
日
条
に
、
「
日
吉

弥
右
衛
門
義
、
由
緒
有
之
ニ
付
、
日
吉
能
大
夫
ニ
相
極
申
候
と
の
義
」
と
あ
る
。

叡
山
文
庫
に
は
、
氏
春
が
大
夫
職
を
願
い
出
た
折
り
に
、
延
暦
寺
に
提
出
し
た
と
推
察
さ
れ
る
系
図
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
包
紙
に

「
日
吉
斎
宮
系
図
」
と
あ
り
、
中
の
一
一
紙
に
は
「
系
図
」
と
冒
頭
に
書
か
れ
た
後
に
、
「
日
吉
勘
大
夫
氏
房
・
日
吉
万
五
郎
氏
・
日
吉

五
郎
右
衛
門
氏
曹
・
日
吉
四
郎
兵
衛
氏
重
・
日
吉
五
郎
右
衛
門
氏
高
・
日
吉
四
郎
兵
衛
氏
次
・
日
吉
弥
右
衛
門
氏
祐
・
日
吉
四
郎
兵
衛

氏
景
・
日
吉
権
頭
氏
国

空
蓄
与
申
候
・
日
吉
弥
右
衛
門
氏
種

松
雪
与
申
候
・
日
吉
弥
右
衛
門
氏
房

日
教
与
申
候
・
日
吉
斎
宮
氏

春
・
日
吉
弥
右
衛
門
氏
喬
」
と
、
丹
波
日
吉
の
歴
代
の
名
前
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
日
吉
斎
宮
氏
春
以
前
に
十
一
人
の
名
前
が
挙
が
つ

て
お
り
、
先
の
「
十
一
代
日
吉
之
大
夫
相
続
」
と
い
う
記
事
と
対
応
す
る
が
、
日
吉
権
頭
空
庵
以
前
の
歴
代
は
、
五
郎
右
衛
門
と
四
郎

兵
衛
の
名
を
適
当
に
並
べ
た
だ
け
の
感
も
あ
り
、
あ
く
ま
で
正
徳
期
に
お
け
る
伝
承
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
空
庵
以
後
に

37 

つ
い
て
も
、
松
雪
の
講
を
氏
種
と
す
る
こ
と
（
先
述
の
自
筆
謡
本
で
は
「
将
氏
」
）
、
氏
春
の
父
権
大
夫
の
名
が
見
え
な
い
こ
と
（
あ
る
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い
は
、
日
吉
弥
右
衛
門
氏
房
が
権
大
夫
と
同
人
か
）
な
ど
、

い
さ
さ
か
問
題
も
あ
る
が
、
丹
波
日
吉
に
関
す
る
同
様
の
系
図
資
料
が
全

く
知
ら
れ
て
い
な
い
中
で
、
こ
の
系
図
は
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
と
く
に
、
狂
言
方
の
大
蔵
・
鷺
・
和
泉
の
系
図
が
、
と
も
に
遠
祖
の

一
人
と
し
て
名
前
を
挙
げ
る
日
吉
万
五
郎
が
、
こ
の
丹
波
日
吉
の
系
図
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
大
蔵
虎
明
の

『
わ
ら
ん
べ
草
』
に
も
、
「
日
吉
弥
右
衛
門

予
家
ノ
先
祖
、
少
ノ
間
観
世
ニ
ア
リ
」
と
、
観
世
座
の
狂
言
師
日
吉
弥
右
衛
門
が
狂
言
大

蔵
家
の
先
祖
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
観
世
座
の
狂
言
師
日
吉
弥
右
衛
門
こ
そ
、
日
吉
空
庵
の
父
で
あ
っ
た
し

（
『
四
座
役
者
目

録
』
）
、
大
蔵
虎
明
の
『
わ
ら
ん
べ
草
』
が
「
わ
き
ノ
＼
に
て
、
後
々
も
作
り
た
る
狂
言
」
と
し
て
、
春
日
社
禰
宜
の
狂
言
・
歌
舞
伎
の

狂
言
と
と
も
に
、
「
丹
波
の
者
」
の
狂
言
を
挙
げ
て
い
る
な
ど
、
丹
波
日
吉
は
狂
言
史
に
お
い
て
も
、
か
な
り
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
た
ら
し
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
正
徳
三
年
正
月
、
日
吉
社
神
事
能
の
大
夫
と
な
っ
た
日
吉
氏
春
は
、
そ
の
正
月
六
日
に
行
わ
れ
た
日
吉
社
神
事

能
に
は
出
演
せ
ず
、
「
延
暦
寺
日
次
記
』
同
日
条
に
、
「
能
大
夫
日
吉
斎
宮
、
江
戸
J
未
参
着
不
申
候
故
、
名
代
ニ
川
勝
安
之
丞
相
勤
之
」

と
あ
る
よ
う
に
、
京
の
能
大
夫
川
勝
安
之
丞
に
名
代
を
勤
め
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
後
、
氏
春
は
一
度
も
日
吉
社
神
事

能
に
参
勤
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
た
ま
た
ま
他
の
地
で
の
演
能
活
動
と
重
な
る
な
ど
し
て
、
参
勤

の
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
延
暦
寺
日
次
記
」

の
右
の
記
事
に
よ
る
と
、
氏
春
が
正
徳
三
年
の
神
事
能
に
参
勤
し
な
か
っ
た
の
は
、
「
江
戸
J
未
参
着
不
申
」

た
め
だ
っ
た
が
、
実
は
氏
春
は
こ
の
時
、
伊
勢
に
い
た
ら
し
い
。
江
戸
か
ら
上
方
へ
の
帰
路
の
途
中
、
伊
勢
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
地
で

し
ば
ら
く
滞
在
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
延
暦
寺
日
次
記
』
正
徳
三
年
正
月
二
十
八
日
条
に
「
野
村
斎
宮
お
ぢ
来

テ
云
、
斎
宮
義
、
勢
州
ニ
罷
在
候
。
御
礼
芳
々
参
上
仕
筈
ニ
御
座
候
処
、
足
を
く
じ
か
し
罷
在
候
故
、
不
罷
出
之
義
、
背
本
意
申
候
」



云
々
と
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
野
村
斎
宮
」
は
、

か
つ
て
日
吉
社
の
神
事
能
の
大
夫
を
勤
め
て
い
た
の
が
野
村
姓
の
役
者
だ
っ
た

こ
と
に
よ
る
混
同
で
、
日
吉
斎
宮
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
右
の
記
事
に
よ
る
と
、
日
吉
斎
宮
氏
春
は
滞
在
地
の
伊

勢
で
足
を
く
じ
い
た
た
め
、
日
吉
社
に
参
上
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
伊
勢
の
地
名
が
登
場
す
る
の
は
注
目
さ
れ

る
。
そ
れ
は
、
氏
春
の
子
に
な
る
『
仕
舞
秘
伝
』
が
、
こ
の
年
の
九
月
、
ほ
か
な
ら
ぬ
伊
勢
の
御
師
久
保
倉
に
相
伝
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
が
、
氏
春
は
こ
れ
以
前
に
も
何
度
か
伊
勢
を
訪
れ
て
い
た
よ
う
で
、
『
延
暦
寺
山
麓
雑
記
」
元
禄
十
六
年
十
二
月
十
五
日
条
に

「
日
吉
弥
右
衛
門
、
伊
勢
J
帰
り
」
な
ど
と
見
え
て
い
る
。

江戸期の日吉大夫

丹
波
日
吉
と
伊
勢
と
の
繋
が
り
は
氏
春
以
前
に
湖
る
ら
し
い
。
江
戸
中
期
、
伊
勢
に
か
か
わ
る
様
々
な
故
事
を
書
き
留
め
た
「
昔
物

語
』
（
「
宇
治
山
岡
市
史
」
所
引
）
に
、
「
霊
巌
寺
ノ
後
ノ
小
橋
ト
云
フ
所
ニ
テ
、
堀
切
町
ノ
鍛
治
厘
ニ
狂
言
師
ノ
足
兵
衛
ト
云
フ
者
ノ

興
行
シ
タ
ル
勧
進
能
ノ
時
二
、
古
法
本
式
ア
リ
ト
云
フ
。
能
大
夫
ハ
日
吉
権
大
夫
ナ
リ
キ
」
云
々
と
あ
り
、
一
冗
禄
以
前
の
こ
と
と
し
て
、

日
吉
権
大
夫
が
伊
勢
で
勧
進
能
を
興
行
し
た
由
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
勧
進
能
の
正
確
な
年
時
が
不
明
な
た
め
、
大
夫
を
勤
め
た

日
吉
権
大
夫
が
、
氏
春
の
父
の
権
大
夫
な
の
か
、
日
吉
頼
母
（
権
大
夫
）
な
の
か
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
お
そ
ら
く
当
時
す
で
に

丹
波
日
吉
は
伊
勢
に
活
動
の
地
盤
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

［
日
吉
弥
右
衛
門
氏
喬
］

と
こ
ろ
で
、
日
吉
弥
右
衛
門
（
斎
宮
）
氏
春
と
同
時
期
に
、
実
は
も
う
一
人
、
日
吉
弥
右
衛
門
を
名
乗
る
能
大
夫
が
い
た
ら
し
い
。

そ
の
こ
と
は
、
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
宝
永
四
年
二
月
十
六
日
条
の
、
次
の
記
事
か
ら
知
ら
れ
る
。

39 
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日
吉
弥
三
郎
、
書
付
ニ
而
、
藤
岡
五
兵
衛
を
以
申
立
候
者
、
私
儀
、
当
年
廿
二
歳
ニ
罷
成
候
。
前
髪
執
申
候
様
奉
願
候
。
且
ま
た

名
替
之
儀
、
弥
右
衛
門
与
申
名
、
代
々
家
名
ニ
而
御
座
候
問
、
弥
右
衛
門
与
改
申
度
奉
願
旨
。
同
名
弥
右
衛
門
、
俄
牢
入
者
之
儀

ニ
御
座
候
付
、
家
名
私
ニ
名
乗
せ
申
度
念
願
ニ
御
座
候
由
、
申
立
候
付
、
鞠
負
江
相
達
候
慮
、
前
髪
取
、
名
茂
改
候
様
ニ
可
申
付

曲
、
被
申
候
付
、
則
其
段
、
五
兵
衛
ニ
直
ニ
申
渡
之
。

右
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
日
吉
弥
三
郎
な
る
人
物
が
、
代
々
の
家
名
で
あ
る
弥
右
衛
門
の
襲
名
を
願
い
出
て
お
り
、
そ
の
願
い
通
り
、

弥
三
郎
は
「
前
髪
取
、
名
茂
改
候
様
－
こ
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
日
吉
弥
三
郎
は
津
軽
藩
お
抱
え
の
能
大
夫
で
あ
っ
た
。
『
弘

前
藩
庁
日
記
』
の
宝
永
年
間
の
演
能
記
録
に
そ
の
名
が
見
え
、
右
の
願
い
が
曲
さ
れ
た
宝
永
四
年
以
後
は
日
吉
弥
右
衛
門
の
名
で
記
録

に
頻
出
す
る
。
宝
永
四
年
当
時
、
二
十
二
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
先
の
日
吉
弥
右
衛
門
氏
春
（
宝
永
四
年
に
は
四
十
八
歳
）
と
別

人
で
あ
る
こ
と

念
願
ニ
御
座
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
吉
弥
三
郎
以
前
に
、
日
吉
弥
右
衛
門
な
る
役
者
が
津
軽
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
て
お
り
、
後
に

御
暇
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
乙
こ
に
い
う
「
同
名
弥
右
衛
門
」
が
、
日
吉
弥
右
衛
門
（
斎
宮
）
氏
春
の
こ
と

を
指
し
て
い
よ
う
。
そ
の
氏
春
の
後
を
受
け
て
津
軽
藩
の
能
大
夫
を
勤
め
て
い
た
の
が
日
吉
弥
三
郎
だ
っ
た
わ
け
で
、
日
吉
弥
右
衛
門

氏
春
が
す
で
に
津
軽
藩
を
召
し
放
た
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
日
吉
弥
三
郎
は
弥
右
衛
門
の
家
名
相
続
を
津
軽
藩
か
ら
許
さ
れ
、
乙
こ
に

二
人
の
日
吉
弥
右
衛
門
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
氏
春
の
主
要
な
活
動
の
場
は
上
方
で
あ
り
、

一
方
の
日
吉
弥
右
衛
門

（
弥
三
郎
）
は
津
軽
と
江
戸
で
の
活
動
が
主
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
日
吉
弥
右
衛
門
氏
春
が
、
し
ば
し
ば
武
居
斎
宮
の
別
名
を
名
乗
っ

て
い
た
の
は
、
あ
る
い
は
津
軽
藩
お
抱
え
の
日
吉
弥
右
衛
門
に
遠
慮
し
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
「
斎
宮
」
と
い
う
氏
春
の
名



乗
り
が
記
録
に
見
ら
れ
る
の
は
、

い
ず
れ
も
宝
永
四
年
以
降
な
の
で
あ
る
。

一
方
の
津
軽
藩
お
抱
え
能
大
夫
の
日
吉
弥
右
衛
円
で
あ
る
が
、
代
々
の
家
名
が
弥
右
衛
円
で
あ
る
こ
と
、
幼
名
が
弥
三
郎
で
あ
る
こ

と

（
日
吉
空
庵
の
幼
名
も
弥
三
郎
で
あ
っ
た
）
な
ど
か
ら
、
氏
春
と
同
じ
く
丹
波
日
吉
の
能
大
夫
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な

ぃ
。
正
徳
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
先
述
の
『
日
吉
斎
宮
系
図
』
に
は
、
日
吉
斎
宮
氏
春
の
次
代
と
し
て
「
日
吉
弥
右
衛
門
氏
喬
」
の
名

前
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
年
代
的
に
見
て
、
乙
の
日
吉
弥
右
衛
門
氏
喬
が
津
軽
藩
お
抱
え
の
日
吉
弥
右
衛
門
と
同
人
で
あ
る
可
能
性
が

き
わ
め
て
高
い
だ
ろ
う
。
正
徳
三
年
の

「
仕
舞
秘
伝
』
の
型
付
に
は
、
「
氏
春
ヨ
リ
氏
喬
江
ノ
仕
舞
附
」
と
い
っ
た
注
記
が
散
見
し
、

江戸期の日吉大夫

氏
喬
が
氏
春
の
指
導
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
解
る
が
、
津
軽
藩
能
大
夫
日
吉
弥
右
衛
門
が
日
吉
氏
春
よ
り
二
十
六
才
年
下
で
あ
る
点
も
、

氏
喬
を
津
軽
藩
の
日
吉
弥
右
衛
門
に
比
定
す
る
有
力
な
傍
証
と
な
る
。

そ
の
日
吉
弥
右
衛
門
氏
喬
と
氏
春
と
の
関
係
は
、
二
十
六
才
と
い
う
年
齢
差
か
ら
見
て
、
親
子
と
す
る
の
が
自
然
だ
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
先
述
の
『
津
軽
史
』
「
日
吉
弥
右
衛
門
」
の
項
に
は
、
依
拠
資
料
名
は
不
明
な
が
ら
、
「
日
吉
権
太
夫
枠
弥
右
衛
門
と
言
ふ
名

に
追
ふ
上
手
に
て
業
と
言
ふ
、
謡
は
弱
き
如
に
し
て
強
く
、
呂
律
章
句
顕
然
と
舞
台
の
掛
見
事
さ
、
父
に
も
不
劣
者
也
と
能
方
に
心
の

入
た
る
老
人
の
物
語
也
。
（
中
略
）
弥
三
郎
弥
右
衛
門
幼
名
に
は
父
か
業
を
修
行
の
時
、
親
権
太
夫
、
渠
が
帯
の
間
へ
左
右
の
大
指
差
入
置
、

は
ま
り
を
教
え
、
然
し
て
謡
せ
、
少
も
指
に
緩
み
が
付
と
其
手
に
て
拳
打
に
せ
ら
れ
し
と
一
一
一
日
た
る
由
也
」
な
ど
と
あ
っ
て
、
津
軽
藩
能

大
夫
日
吉
弥
右
衛
門
（
弥
三
郎
）
を
日
吉
権
大
夫
の
子
供
と
し
て
い
る
。
日
吉
弥
右
衛
門
は
員
享
三
年
（
一
六
八
六
）

の
生
ま
れ
で
あ

り
、
日
吉
権
大
夫
は
元
禄
十
年
代
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
か
ら
、
右
の
ご
と
く
、
弥
右
衛
門
が
権
大
夫
の
子
供
で
あ
る
可
能
性
も
十
分
あ

り
、
そ
の
場
合
に
は
日
吉
斎
宮
氏
春
と
日
吉
弥
右
衛
門
氏
喬
と
は
年
の
離
れ
た
兄
弟
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
天
野
文
雄
氏
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「
翁
猿
楽
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
宝
永
二
年
に
吉
田
家
の
「
翁
の
大
事
』
を
相
伝
さ
れ
て
い
る
「
日
吉
弥
右
衛
門
枠
喬
口
」
な
る
人
物
が
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る

（
『
翁
大
事
相
伝
人
数
書
』
）
。
こ
の
「
日
吉
弥
右
衛
門
枠
喬
口
」
と
氏
喬
と
の
関
係
も
今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
し
な
い
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
氏
春
と
氏
喬
と
が
同
時
期
に
日
吉
弥
右
衛
門
を
名
乗
っ
て
い
た
の
は
、
氏
春
が
京
都
で
日
吉
大
夫
と
し
て
活
動
す
る
一
方
で
、

氏
喬
も
ま
た
津
軽
藩
に
あ
っ
て
日
吉
大
夫
の
当
主
と
し
て
活
動
す
る
と
い
う
、
二
人
の
当
主
が
並
立
す
る
状
況
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る

ら
し
い
。
津
軽
藩
に
お
け
る
日
吉
弥
右
衛
門
氏
喬
の
演
能
活
動
は
、
享
保
五
年
十
一
月
二
十
一
日
の
弘
前
城
で
の
御
慰
能
、
享
保
十
三
年
正
月

二
十
一
日
の
御
賀
御
祝
儀
能
な
ど
、
享
保
年
聞
に
入
っ
て
も
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
氏
喬
の
次
代
に
な
っ
て
、
日
吉
は
津
軽
藩

を
召
し
放
た
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
先
述
の
『
津
軽
史
』
に
は
、
「
弥
右
衛
門
子
園
次
郎
と
言
、
宝
暦
の
頃
か
、
御
暇
出
、
宝
生
将
監
方

ニ
罷
有
、
後
松
平
大
和
守
様
へ
御
奉
公
の
由
」
と
あ
り
（
『
津
軽
史
』
の
別
の
箇
所
で
は
、
氏
春
の
子
の
名
を
慶
次
郎
と
し
、
御
暇
の

時
期
を
一
冗
文
頃
と
す
る
）
、
弥
右
衛
門
（
氏
喬
）

の
子
日
吉
国
次
郎
の
代
に
な
っ
て
津
軽
藩
を
御
暇
に
な
り
、

一
時
、
宝
生
将
監
の
も

と
に
身
を
寄
せ
た
後
、
松
平
大
和
守
（
前
橋
藩
か
）
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
由
を
伝
え
る
。
松
平
大
和
守
お
抱
え
後
の
動
向
に
つ
い
て
は

未
調
査
の
た
め
明
ら
か
で
な
い
が
、
幕
末
の
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
、
宝
生
大
夫
が
江
戸
で
主
催
し
た
勧
進
能
に
も
、
藤
本
孔
雀
大

夫
ら
、
宝
生
弟
子
の
能
大
夫
と
と
も
に
、
日
士
口
友
太
郎
と
い
っ
た
日
吉
姓
の
能
大
夫
の
名
前
が
見
え
、
江
戸
後
期
に
な
お
日
吉
大
夫
の

末
商
が
宝
生
大
夫
の
傘
下
に
あ
っ
て
演
能
活
動
を
続
け
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

お

わ

り

に

以
上
、
丹
波
猿
楽
の
流
れ
を
汲
む
日
吉
大
夫
の
動
向
を
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
通
史
的
に
辿
っ
て
き
た
。
大
和
猿
楽
に

劣
ら
ぬ
歴
史
を
持
つ
丹
波
日
吉
大
夫
は
、
江
戸
中
期
、
日
吉
権
大
夫
・
弥
右
衛
門
氏
春
・
弥
右
衛
門
氏
喬
の
三
代
に
わ
た
っ
て
、
京
・



大
坂
で
の
勧
進
能
、
日
吉
社
神
事
能
、
伊
勢
の
御
師
と
の
交
流
、
そ
し
て
津
軽
藩
に
お
け
る
演
能
活
動
と
、
実
に
幅
広
い
演
能
活
動
を

繰
り
広
げ
る
な
ど
、
近
世
能
楽
史
に
お
い
て
見
過
ご
す
こ
と
の
出
来
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
宝
生
流
の
傘
下
に
入
っ
た
も
の
の
、
宝
生

大
夫
か
ら
も
一
目
置
か
れ
る
、
弟
子
の
筆
頭
的
位
置
に
あ
り
、
し
か
も
、
な
お
日
吉
独
自
の
演
出
を
も
持
ち
伝
え
て
い
た
。
『
仕
舞
秘

伝
』
が
載
せ
る
九
曲
の
型
付
は
、
基
本
的
に
宝
生
流
の
演
出
に
拠
っ
て
い
る
も
の
の
、
日
吉
権
大
夫
が
元
禄
九
年
に
演
じ
た
〈
競
捨
〉

の
シ
テ
の
出
立
ち
に
つ
い
て
、
「
此
出
立
、
白
長
絹
ニ
紅
大
口
、
後
、
出
羽
ヲ
杖
ニ
テ
、
ク
セ
舞
ハ
扇
ニ
テ
御
勤
」
と
記
し
、
「
右
ノ
出

立
ヲ
日
吉
ノ
出
立
ト
定
」
と
あ
る
な
ど
、
日
吉
を
一
流
と
す
る
意
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
が
、
事
実
、
江
戸
中
期
の
日
吉
大
夫
は
そ
れ
に

江戸期の日吉大夫

見
合
う
だ
け
の
活
躍
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
日
古
大
夫
は
江
戸
後
期
に
な
っ
て
次
第
に
衰
え
て
い
き
、
か
つ
て
の
華
や
か
な
活
躍
も
見
ら
れ
な
く
な
る
。
同
じ
丹
波
猿
楽
の

梅
若
が
、
観
世
座
ツ
レ
の
地
位
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、
そ
の
芸
系
を
現
代
ま
で
伝
え
て
い
る
の
に
対
し
、
早
々
に
観
世
座
か
ら
離
脱
し
、

能
大
夫
と
し
て
活
動
す
る
道
を
選
ん
だ
日
吉
大
夫
は
、
元
和
・
寛
永
期
と
貞
享
・
元
禄
期
に
一
時
華
や
い
だ
も
の
の
、
江
戸
中
期
以
降

は
概
し
て
低
調
な
活
動
に
終
始
し
、
維
新
後
に
絶
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
日
吉
大
夫
の
系
譜
や
歴
代
の
事
跡
は
、
こ
れ
ま

で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
あ
る
程
度
輪
郭
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
と
思
う
が
、
日
士
口
の
演
出
が
宝
生
流
の
演
出
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

具
体
事
例
や
、
江
戸
後
期
の
日
吉
大
夫
の
動
向
な
ど
、
さ
ら
に
究
明
す
べ
き
問
題
点
は
な
お
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い

て
は
後
考
に
期
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

付
記

資
料
の
閲
覧
に
あ
た
り
、
格
別
の
便
宜
を
は
か
つ
て
下
さ
っ
た
叡
山
文
庫
や
弘
前
市
立
図
書
館
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
、

柏
原
町
歴
史
民
裕
資
料
館
に
末
筆
な
が
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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